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「移植医療に関する世論調査」について

１. 調査概要
（１） 調査対象：全国18歳以上の日本国籍を有する者（3,000人）
（２） 回 答 数：1,515人（回収率50.5％）
（３） 調査方法：郵送法（調査票を郵送し対象者が紙の調査票に自ら記載し郵送で回答）（※１）

（４） 調査時期：令和７年７月17日～令和７年８月24日
（５） 調査目的：移植医療に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。

２. 過去の調査実績（※２）

（１） 「移植医療に関する世論調査」（平成29年８月、令和３年９月に実施）
（２） 「臓器移植に関する世論調査」（平成10年10月、平成12年５月、平成14年７月、平成16年８月、平成18年

11月、平成20年９月、平成25年８月に実施）

    3. 調査項目（臓器移植に関する内容のみ抜粋）

（１） 臓器移植・臓器提供への関心について
（２） 臓器提供の意思表示に関する認知状況及び意思表示に対する意識について
（３） 臓器提供に対する意識について
（４） 臓器の移植を受ける立場になった場合の意識及びそれが臓器提供の意思表示に与える影響

【前回調査（令和３年９月実施）から追加した主な項目】
・臓器移植に関心を持ったきっかけに関する質問の中に、ＳＮＳに関する選択肢の追加
・臓器移植について知っていることに関する質問の中に、臓器提供の実施は最終的に家族などの総意で決定される
ことや脳死と植物状態の違いに関する選択肢の追加

・臓器の移植が必要な患者の立場になった場合を想定した際の意識やそれが臓器提供の意思表示に与える影響に関
する質問の追加

（※１）平成29年の調査までは、調査員が対象者の自宅を直訪問し聴取を行う個別訪問面接聴取法にて実施しているが、令和３年９月以降の調
査は郵送法で実施しているため、平成29年までの調査結果と単純比較は行わない。

（※２）平成25年までは臓器移植に関する調査のみを実施しており、それ以降は臓器移植に加えて造血幹細胞移植に関する調査も実施。

（※３）本調査の概要は内閣府ホームページに掲載（移植医療に関する世論調査（令和7年7月調査） | 世論調査 | 内閣府）
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臓器移植・臓器提供への関心について
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※郵送法により実施。調査員による

個別面接聴取法で実施した平成29年

調査以前との単純比較は行わない。

① 臓器移植に関心がある人の割合

（出典）内閣府実施の「臓器移植に関する世論調査」または「移植医療に関する世論調査」

② 臓器移植に関心を持った主な理由
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イベントに参加したから

学校の授業などで話があった、又はその話を聞いたから

SNSで臓器移植に関する情報を見たから

家庭での会話で話題になったから

新聞・雑誌で話題になったから

テレビ・ラジオで話題になっているから

運転免許証やマイナンバーカードなどに意思表示欄があったから

⚫ 臓器移植に関心がある人の割合は令和３年度の調査結果と同水準であり、関心を持った理由として「運転免許証やマイナンバーカード等に
意思表示欄があったから」や「テレビやラジオで話題になっているから」などが多く挙げられている。

⚫ 臓器移植に対する国民の関心を高めるためには、様々な媒体を用いて各世代に訴えかける必要があり、引き続きマイナンバーカード等の交
付の機会にリーフレットを配布する取組や、学校の授業等で活用いただけるパンフレットの配布など、効果的な普及啓発を進めていく。

⚫ なお、関心を持った理由として、「イベントに参加したから」が他の回答割合に比べて低いことから、これまで厚労省やJOT等が主催となって
開催していた臓器移植推進国民大会のあり方を見直すことも含めて、調査結果を踏まえた効果的な普及啓発を検討していく。
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臓器提供の意思表示に関する認知状況及び意思表示に対する意識について①

⚫ 臓器提供に関する意思表示方法の認知度に関して、令和７年度の調査結果では、運転免許証が最も高く、次いで健康保険証又は資格確認書、
マイナンバーカードとなっている。

⚫ マイナ保険証やマイナ免許証の普及が進んでいることも踏まえ、今後はマイナンバーカードも含めた意思表示ツールの更なる周知とともに、
臓器提供に関する意思表示をしていただけるような普及啓発に係る取組みを進めていく。

① 臓器提供の意思表示方法を認知している人の割合（※）

（%）

（出典）内閣府実施の「臓器移植に関する世論調査」または「移植医療に関する世論調査」

（※）令和３年及び令和７年は郵送法により実施。調査員による個別面接聴取法で実施した平成29年調査以前との単純比較は行わない。
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臓器提供の意思表示に関する認知状況及び意思表示に対する意識について②

② 臓器提供に関する意思表示をしている方の割合
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ない
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ないが、家族や親しい方と話したこ
とがある

臓器提供に関する意思表示はしてお
らず、家族や親しい方とも話したこ
とがない

③ 臓器提供の意思表示をしていない理由
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拒否の意思を記入できることは知らなかったから

臓器提供や意思表示について知らないからあるいは記入方法が分からないから

自分の意思はある程度決まっているが、家族や親しい方と話し合った後に決めたいから

臓器提供をするかどうかは家族に任せたいから

臓器提供には肯定的だが、意思表示はしたくないから

臓器提供には関心がないから

自分の意思が決まらないからあるいは後で記入しようと思っていたから

臓器提供に抵抗感があるから

臓器提供に不安感があるから

⚫ 臓器提供に関する意思表示をしていると回答した者の割合は、約２割となった。
⚫ 臓器提供の意思表示をしていない理由として、令和３年度の調査と同様に、臓器提供に不安感・抵抗感があると回答した者の割合が高いこと
からも、引き続き臓器提供に関する正しい知識の普及啓発を行うことで、臓器提供に対する不安感や抵抗感の払拭していくなど、臓器提供の
意思表示を促すための普及啓発を進めていくことが重要である。

臓器提供に関する意思表示
をしている方の割合：19.9％

（出典）内閣府実施の「移植医療に関する世論調査」
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5



臓器提供に対する意識について

① 仮に自分が脳死または心停止の状態となった場合、臓器提供をしたい人の割合

42.4%

33.0%

23.6%

令和７年７月

③ 仮に家族が臓器提供に関する意思表示をしていなかった場合、家族の臓器提供を決めることが負担と感じる人の割合

② 仮に家族が臓器提供の意思を表示していた場合、その意思を尊重する人の割合

92.1

%

7.1%

85.0%

14.4%

令和７年７月

⚫ 脳死下・心停止後における臓器提供の意思、家族が臓器提供の意思表示をしていた場合の対応、家族が臓器提供の意思表示をしていなかっ
た場合の負担感について調査をしたが、令和３年度の調査結果から大きな変化はなかった。

⚫ 引き続き、臓器提供の意思について家族と話し合った上で、意思表示をしていただくような普及啓発を進めていくことが重要である。
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負担に感じる

負担に感じない

令和３年９月 臓器を提供したい

臓器を提供したくない

どちらとも言えない

令和３年９月
尊重する

尊重しない

令和７年７月

（出典）内閣府実施の「移植医療に関する世論調査」 6



臓器の移植を受ける立場になった場合の意識及びそれが臓器提供の意思表示に与える影響

⚫ 今回の調査においては、臓器提供に対する意識に加えて、新たに臓器の移植を受けることに対する意識に関する調査も実施した。
⚫ 自身が臓器不全など、臓器の移植を受ける患者になる可能性を想定した際に臓器提供の意思表示に及ぼす影響に関しては、若年
層ほど影響を及ぼしうるという結果が得られた。

⚫ 本調査結果も踏まえて、引き続き臓器提供の意思表示率の向上につながるような普及啓発に係る取組みを検討していく。
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臓器の移植を受けたいと思う

臓器の移植を受けたいと思わない

① 仮に移植手術を受けなければ亡くなってしまう場合、他の人

から臓器を提供してもらい移植を受けたいと思う人の割合

61.5%

37.2%

影響すると思う 影響しないと思う

②自分が移植を受ける患者になる可能性を想定した際移植を受
けたいかどうかを考えた時（①を踏まえて）、それが臓器提
供の意思表示を考える際に影響すると思う人の割合
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7（出典）内閣府実施の「移植医療に関する世論調査」
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